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セーリングの楽しみは自由を
得る楽しみにあると常々

思っている。日常から抜け出して
海と空だけの世界へ乗り出し、何
の制約もない開放感に浸る。水と
風の力だけでどこへでも好きなと
ころへ行く。街の喧騒から逃れ
て、身も心も海で癒される。
　風を自由にコントロールし、風
に向かって、風よりも速く走る秘
訣を手に入れる。初めてヨットに
乗ったときからいまだに解けない
この不可思議さに身を委ねなが
ら、いつまでも新鮮な驚きを体感
する。思い通りに、あるいは思っ
た以上に風を駆使して走れた時、
少しずつ自由な身になっていく気
がする。
　ヨットが２艇になった時から制
約が生まれたと言われる。競い合
う上でのルールが生まれ、今では

膨大なルールがヨットレースを支配
している。自由を得たいものが、な
ぜ制約のある世界に自ら望んでやっ
てくるのか。この疑問もなかなか解
けない。自由だけでは物足りないの
か、制約があって始めて自由に価値
があるからなのか、制約を通じて真
の自由を得ようと望むのか。
　二人乗りのテーザーはクルーとス
キッパーがお互いに制約でもある。
考え方も違えば動きも違う。思い通
りにならないことが多い。お互いぶ
つかり合いながら、時に打ちのめさ
れ、時にかばい合い、力を合わせて
ゴールを目指す。体のコントロール
だけでなくマインドコントロールも
ほど遠い。喜怒哀楽さまざまな状況
をくぐり抜けながら、二人で自由を
つかもうともがき苦しんでいる。
　自然そのものも行く手を阻む脅威
となる。強風と波にどこまで耐えら

れるか、逆に凪に耐えなければな
らないこともある。ヨットレース
は条件が異なるフィールドで競争
しなければならないのも宿命だ。
場所によって強弱もまちまち、風
が振れれば有利不利が逆転する。
クルーを言いくるめることはでき
ても、勝手気ままな風には文句が
言えない。意志があるのかないの
か分からない自然に支配されなが
ら、その自然をいかにして味方に
付けられるのか・・・
　思い通りにヨットを繰り、ク
ルーとスキッパーが以心伝心でシ
ンクロするのはいつのことか。
ルールが身に染みこむように体得
し、風が見えて自然の気持ちが分
かるような境地には行き着けるの
か。そうした自由な心を持ちたい
と心底思うこの頃である。
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mail: event@tasarjapan.org

■ 2006 年度

　2007 年 2月 18 日 ミッドウィンターレガッタ [稲  毛]

■ 2007 年度

  4 月 スプリングレガッタ [葉  山]

　7月 2日(月)～ 11(水)　

テーザー世界選手権　　　[タイ・プーケット]

  7 月 西日本選手権 [芦  屋]

  8 月 ミッドサマーレガッタ [猪苗代]

  9 月 オータムレガッタ [江ノ島]

 10 月 全日本選手権 [稲  毛]

 2008 年 2 月 ミッドウィンターレガッタ [稲  毛]

Events
イベント情報
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TASAR SAILOR OF THE YEAR 2006 中間集計

RR RP CP VP TP RR RP CP VP TP RR RP CP VP TP RR RP CP VP TP RR RP CP VP TP

1中島　玲子 葉山 2 35 0 35 2 22 3 25 15 1 2 3 1 27 1 28 10 39 1 40 124 131

1山本　晴之 葉山 2 35 0 35 2 22 3 25 15 1 2 3 1 27 1 28 10 39 1 40 124 131

3白岩　道孝 浜名湖 10 27 2 29 1 23 2 25 0 0 0 5 23 2 25 14 35 2 37 108 116

4本吉　譲治 葉山 16 21 0 21 8 16 3 19 0 0 0 4 24 1 25 2 47 1 48 108 113

5平生　純一郎 稲毛 14 23 1 24 0 0 0 1 15 2 17 6 22 1 23 3 46 1 47 106 111

6小松　充 葉山 1 36 0 36 0 0 0 12 4 2 6 7 21 1 22 4 45 1 46 106 110

6小川　雅 葉山 1 36 0 36 0 0 0 12 4 2 6 7 21 1 22 4 45 1 46 106 110

8赤井　寛 江ノ島 3 34 1 35 0 0 0 5 11 2 13 9 19 0 19 9 40 0 40 104 107

9野嶋　嘉昭 葉山 4 33 0 33 0 0 0 4 12 2 14 8 20 1 21 15 34 1 35 99 103

10建内　満 葉山 6 31 0 31 5 19 3 22 3 13 2 15 12 16 1 17 36 13 1 14 92 99

10岡　誠 葉山 6 31 0 31 5 19 3 22 3 13 2 15 12 16 1 17 36 13 1 14 92 99

12宇佐美　重則 稲毛 17 20 1 21 0 0 0 2 14 2 16 2 26 1 27 17 32 1 33 92 97

13千波　正隆 江ノ島 3 34 1 35 0 0 0 0 0 0 9 19 3 0 22 0 38 0 38 53 95

14宮下　知之 葉山 0 24 0 24 3 21 3 24 0 0 0 0 0 0 0 38 0 38 21 86

15高山　勝 琵琶湖 8 29 3 32 7 17 1 18 0 0 0 0 0 0 20 29 3 32 75 82

16石丸　寿美子 葉山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 25 1 26 1 48 1 49 73 75

17蜂須賀　強 浜名湖 23 14 2 16 0 0 0 0 0 0 11 17 2 19 13 36 2 38 67 73

18久礼　嘉伸 葉山 32 5 0 5 0 0 0 9 7 2 9 13 15 1 16 8 41 1 42 68 72

18中西　英貴 芦屋 9 28 3 31 4 20 0 20 0 0 0 0 0 0 31 18 3 21 66 72

18村尾　隆 江ノ島 11 26 1 27 0 0 0 5 11 2 2 15 15 13 3 0 16 40 9 5 0 14 59 72

21星野　直広 江ノ島 15 22 1 23 0 0 0 0 0 0 16 12 3 0 15 23 26 5 0 31 60 69

22安澤　厚男 芦屋 18 19 3 22 15 9 0 9 0 0 0 0 0 0 18 31 3 34 59 65

22下村　晃司 芦屋 13 24 3 27 6 18 0 18 0 0 0 0 0 0 32 17 3 20 59 65

24金子　文雄 稲毛 29 8 1 9 20 4 3 7 0 0 0 27 1 1 2 5 44 1 45 57 63

24金子　ルミ 稲毛 29 8 1 9 20 4 3 7 0 0 0 27 1 1 2 5 44 1 45 57 63

26本間　威 葉山 22 15 24 0 39 0 0 0 0 0 0 20 8 1 9 38 11 1 12 34 60

27田口　裕介 葉山 20 17 0 17 0 0 0 0 0 0 17 11 1 12 21 28 1 29 56 58

28三輪　記裕 大阪北港 0 0 0 9 15 1 16 0 0 0 0 0 0 11 38 3 41 53 57

29加野　靖紀 博多 25 12 3 15 17 7 3 10 0 0 0 0 0 0 22 27 3 30 46 55

30小林　昌弥 葉山 7 30 0 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26 23 1 24 53 54

31宮本　哲生 稲毛 30 7 1 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 42 1 43 49 51

31関口　真秀 葉山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 24 1 25 24 25 1 26 49 51

33小沢　拓身 野比 8 29 1 30 7 17 3 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 46 50

34外石　満 葉山 21 16 0 16 0 0 0 8 8 2 10 24 4 1 5 37 12 1 13 40 44

34石原　裕二 葉山 22 15 0 15 0 0 0 10 6 2 8 20 8 1 9 38 11 1 12 40 44

36梅田　哲士 葉山 0 0 0 0 0 0 6 10 2 12 22 6 1 7 27 22 1 23 38 42

37山分　信 江ノ島 34 3 1 4 0 0 0 0 0 0 18 10 0 10 30 19 5 0 24 32 38

37田口　公一 江ノ島 34 3 1 4 0 0 0 0 0 0 18 10 0 10 30 19 5 0 24 32 38

39田中　真人 稲毛 24 13 1 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 21 1 22 34 36

39山下　栄輝 葉山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 14 1 15 29 20 1 21 34 36

39瀧本　浩一 江ノ島 27 10 1 11 0 0 0 0 0 0 19 9 3 0 12 41 8 5 0 13 27 36

NAME

スプリングレガッタ 西日本選手権 ミッドサマーレガッタ

芦屋（7/16） 猪苗代（8/19.20）葉山（4/29,30)順位

オータムレガッタ 全日本選手権

FLEET RP TP江ノ島（9/17） 江ノ島（10/28.29）
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RR RP CP VP TP RR RP CP VP TP RR RP CP VP TP RR RP CP VP TP RR RP CP VP TP

42長谷川　勝啓 浜名湖 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 33 2 35 33 35

43亀山　寛達 稲毛 5 32 1 33 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 33

44玉置　淳 芦屋 0 0 0 19 5 0 5 0 0 0 0 0 0 25 24 3 27 29 32

45杉浦　琴 葉山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 30 1 31 30 31

45野本　雅史 葉山 26 11 0 11 0 0 0 11 5 2 7 22 6 1 7 44 5 1 6 27 31

47河野　恭子 博多 25 12 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 27 3 30 39 30

48荒島　謙治 葉山 7 30 0 0 0 0 0 13 3 2 5 23 5 1 6 35 14 1 15 52 26

48大橋　武史 葉山 19 18 0 18 0 0 0 0 0 0 21 7 1 8 0 0 0 25 26

48関根　恒久 稲毛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24 25 1 26 25 26

51高橋　徹 江ノ島 28 9 1 10 0 0 0 0 0 0 25 3 3 0 6 46 3 5 0 8 15 24

52多井　堅一郎 葉山 33 4 0 4 0 0 0 7 9 2 11 0 0 0 42 7 1 8 20 23

52池田　俊則 大阪北港 31 6 3 9 11 13 1 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 23

54井上　敦 稲毛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 21 1 22 21 22

55安原　実郎 葉山 35 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 16 1 17 18 19

56徳田　幹太 大阪北港 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34 15 3 18 15 18

56吉村　均 大阪北港 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34 15 3 18 15 18

58秋吉　寿美子 大阪北港 0 0 0 11 13 1 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 14

59臼杵　辰朗 大阪北港 0 0 0 12 12 1 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 13

59池田　光孝 西宮 0 0 0 18 6 0 6 0 0 0 0 0 0 45 4 3 7 10 13

61佐藤　和紀 芦屋 0 0 0 16 8 0 8 0 0 0 0 0 0 48 1 3 4 9 12

61 佐々 木　和人 江ノ島 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26 2 3 0 5 47 2 5 0 7 4 12

63中村　博士 芦屋 0 0 0 13 11 0 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11

64植田　泰平 芦屋 0 0 0 14 10 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10

65鈴木　章弘 芦屋 0 0 0 16 8 0 0 0 0 0 0 0 0 43 6 3 9 14 9

66阪井　祐介 葉山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42 7 1 8 7 8

66角野　朋子 芦屋 36 1 3 4 20 4 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 8

68遠藤　宗翁 葉山 0 0 0 0 0 0 14 2 2 4 0 0 0 0 0 0 2 4

68掛川　宏 芦屋 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 48 1 3 4 1 4

70佐藤　次郎 中部・北陸 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

70中井　靖典 芦屋 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

70稲森　久彦 大阪北港 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

70長野　国比古 琵琶湖 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

70渡辺　克充 芦屋 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

70川戸　仁 中部・北陸 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

順位 NAME FLEET

スプリングレガッタ

TP

西日本選手権

RP

ミッドサマーレガッタ オータムレガッタ 全日本選手権

葉山（4/29,30) 芦屋（7/16） 猪苗代（8/19.20） 江ノ島（9/17） 江ノ島（10/28.29）

■ T a s a r  S a ilo r  o f  th e  Y e a r　凡 例 ：

R R  : R a c e  R e s u lt  (レ ー ス 順 位 ) ： J T A未 加 入 期 間

RP  : R a c e  P o in t  (レ ー ス 成 績 点 =参 加 艇 数 -順 位 (R R )+ 1 )

C P  : C om m it te e  P o in t  (運 営 参 加 点 =参 加 艇 数 *0 .8 )

レ ー ス も出 た 場 合 =参 加 艇 数 *0 .1

■ V is it in g  P o in t  (遠 征 点 ：距 離 に よ る 遠 征 ポ イ ン ト )計 算

5点 ：1 2 0 0 km 以 上 2点 ：1 5 0 km 以 上 40 0 km 未 満

4点 ：7 0 0 km 以 上 12 0 0 km 未 満 1点 ：1 5 0 km 未 満

3点 ：4 0 0 km 以 上 70 0 km 未 満 0点 ：本 拠 地

■ 遠 征 距 離 計 算

最 寄 IC 葉 山 江 ノ島 野 比 稲 毛 浜 名 湖 琵 琶 湖 大 阪 北 港 芦 屋

葉 山 逗 子 IC N A 約  1 0  km 約  1 0  km 約  1 0 0  km 約  2 5 0  km 約  5 0 0  km 約  5 5 0  km 約  5 5 0  km

江 ノ島 逗 子 IC 約  1 0  km N A 約  2 0  km 約  1 0 0  km 約  2 5 0  km 約  5 0 0  km 約  5 5 0  km 約  5 5 0  km

野 比 逗 子 IC 約  1 0  km 約  2 0  km N A 約  1 0 0  km 約  2 5 0  km 約  5 0 0  km 約  5 5 0  km 約  5 5 0  km

稲 毛 幕 張 IC 約  1 0 0  km 約  1 0 0  km 約  1 0 0  km N A 約  3 0 0  km 約  5 5 0  km 約  6 0 0  km 約  6 0 0  k m

浜 名 湖 浜 松 IC 約  2 5 0  km 約  2 5 0  km 約  2 5 0  km 約  3 0 0  km N A 約  2 5 0  km 約  3 0 0  km 約  3 0 0  km

琵 琶 湖 大 津 IC 約  5 0 0  km 約  5 0 0  km 約  5 0 0  km 約  5 5 0  km 約  2 5 0  km N A 約  7 0  km 約  7 0  km

大 阪 北 港 舞 洲 IC 約  5 5 0  km 約  5 5 0  km 約  5 5 0  km 約  6 0 0  km 約  3 0 0  km 約  7 0  km N A 約  2 0  km

芦 屋 西 宮 IC 約  5 5 0  km 約  5 5 0  km 約  5 5 0  km 約  6 0 0  km 約  3 0 0  km 約  7 0  km 約  2 0  km N A

最 寄 IC 葉 山 江 ノ島 野 比 稲 毛 浜 名 湖 琵 琶 湖 大 阪 北 港 芦 屋

葉 山 逗 子 IC 0  P 1  P 1  P 1  P 2  P 3  P 3  P 3  P

江 ノ島 逗 子 IC 1  P 0  P 1  P 1  P 2  P 3  P 3  P 3  P

野 比 逗 子 IC 1  P 1  P 0  P 1  P 2  P 3  P 3  P 3  P

稲 毛 幕 張 IC 1  P 1  P 1  P 0  P 2  P 3  P 3  P 3  P

浜 名 湖 浜 松 IC 2  P 2  P 2  P 2  P 0  P 2  P 2  P 2  P

琵 琶 湖 大 津 IC 3  P 3  P 3  P 3  P 2  P 0  P 1  P 1  P

大 阪 北 港 舞 洲 IC 3  P 3  P 3  P 3  P 2  P 1  P 0  P 1  P

芦 屋 西 宮 IC 3  P 3  P 3  P 3  P 2  P 1  P 1  P 0  P

＃ 所 属 フ リー ト若 し くは 艇 の 保 管 場 所 と自 宅 が 15 0 km 以 上 離 れ て い る 場 合 、遠 征 ポ イ ン トは 自 宅 か らの 距 離 を対 象 とす る 。
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Notice
レース公示
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９ /17に江ノ島においてテーザークラス・オータムレ

ガッタが行なわれました。約

一ヶ月後に控えた江ノ島・全日本の前

哨戦にふさわしく 30 艇近い参加があ

り、4レースが成立致しました。

　私達 2396艇、山本・中島チームはス

プリング・西日本とも参加し、好きな中

風以上のコンディションだった為それ

ぞれ2位という成績でした。成績には満

足していませんでしたが、中風以上で

のマイラーでの走りにはチームとして

ある程度の自信がつきはじめていまし

た。そういった中で中島とは、全日本で

万が一微風だとやばいので、オータム

は微風を経験したいねと話していました。しかし、1・2レー

ス目共にいい風で、3・4レースも風がおちたレグもありまし

たが、まあまあ風がありました。

　そんな訳で優勝してしまいましたが、第 3・第 4レースの

風がおちたレグでは、平生チーム、伊藤・

石丸チームの速さが目に付き、マイラー

での微風の走りには不安を抱えたまま

オータムが終わってしまいました。本吉

チームはまほろちゃんが復帰したせいか

すべてのレースで走りにキレがあり、さ

すがだと思いました。

　あー、全日本、まさかこの季節の江ノ

島で微風はないだろうと期待しつつ帰路

につきました。運営のみなさん、お疲

れ、ありがとうございました。

Racing
レース情報

Sep. 17 , 2006   Enoshima YH
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2006 年 9 月 17 日　 江ノ島

優勝　
山本 晴之・中島 玲子組（葉山）

第2位・マスタークラス優勝
宇佐美 重則・小田倉 里美組（稲毛）

第3位
伊藤 由・石丸 寿美子組（葉山）

総合

マスタークラス（スキッパー、クルーの合計年齢 80 歳以上）

グランドマスタークラス（スキッパー、クルーの合計年齢 100 歳以上）

順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点

1 2396 葉山 一般 山本　晴之 中島　玲子 3 3 5 5 6 6 2 2 16

2 2730 稲毛 M 宇佐美　重則 小田倉　里美 4 4 6 6 7 7 3 3 20

3 2706 葉山 一般 伊藤　由 石丸　寿美子 8 8 3 3 9 9 1 1 21

4 2395 葉山 M 本吉　譲治 関口　真秀 1 1 2 2 1 1 OCS 28 32

5 2707 浜名湖 GM 石塚　恒志 白岩　道孝 2 2 15 15 5 5 10 10 32

6 2669 稲毛 一般 平生　純一郎 平生　玲子 14 14 11 11 3 3 5 5 33

7 2761 葉山 一般 小川　雅 小松　充 5 5 1 1 4 4 OCS 28 38

8 2709 葉山 M 野嶋　嘉昭 石川　洋二 OCS 28 4 4 2 2 7 7 41

9 2762 江ノ島 M 赤井　寛 千波　正隆 10 10 7 7 15 15 11 11 43

10 2572 稲毛 一般 軽部　香 軽部　竜也 9 9 OCS 28 8 8 4 4 49

11 2809 浜名湖 M 蜂須賀　強 新井　実 18 18 12 12 11 11 9 9 50

12 2720 葉山 一般 岡　誠 建内　満 12 12 17 17 14 14 8 8 51

13 2768 葉山 一般 渡辺　さおり 久礼　嘉伸 6 6 OCS 28 13 13 6 6 53

14 2621 葉山 M 山下　栄輝 松田　浩一郎 7 7 14 14 18 18 14 14 53

15 2806 江ノ島 M 村尾　隆 津田　展明 16 16 8 8 12 12 17 17 53

16 2732 江ノ島 一般 星野　直広 安田　貴美子 15 15 13 13 16 16 12 12 56

17 2615 葉山 一般 田口　裕介 森　理子 11 11 9 9 19 19 21 21 60

18 2652 江ノ島 SGM 山分　信 田口　公一 17 17 18 18 10 10 15 15 60

19 2741 江ノ島 一般 瀧本　浩一 塚原　郁郎 21 21 10 10 21 21 13 13 65

20 2748 葉山 M 石原　裕二 本間　威 13 13 20 20 23 23 19 19 75

21 2453 葉山 一般 田中　剛 大橋　武史 19 19 16 16 22 22 18 18 75

22 2708 葉山 一般 野本　雅史 梅田　哲士・永尾　岳志 22 22 19 19 17 17 20 20 78

23 2203 葉山 一般 荒島　謙治 小松　利英・町田　亜紀 20 20 23 23 20 20 16 16 79

24 2609 葉山 一般 外石　満 有持　祐之・谷津　美幸 24 24 21 21 24 24 22 22 91

25 2466 江ノ島 M 高橋　徹 長澤　治 23 23 22 22 25 25 23 23 93

26 2211 江ノ島 一般 佐々木　和人 大塚　正規 25 25 24 24 DNF 28 DNS 28 105

27 2676 稲毛 GM 金子　文雄 金子　ルミ DNF 28 DNS 28 DNS 28 DNS 28 112

順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点

1 2730 稲毛 M 宇佐美　重則 小田倉　里美 2 2 3 3 3 3 1 1 9
2 2395 葉山 M 本吉　譲治 関口　真秀 1 1 1 1 1 1 OCS 10 13
3 2709 葉山 M 野嶋　嘉昭 石川　洋二 OCS 10 2 2 2 2 2 2 16
4 2762 江ノ島 M 赤井　寛 千波　正隆 4 4 4 4 6 6 4 4 18
5 2809 浜名湖 M 蜂須賀　強 新井　実 7 7 6 6 4 4 3 3 20
6 2621 葉山 M 山下　栄輝 松田　浩一郎 3 3 7 7 7 7 5 5 22
7 2806 江ノ島 M 村尾　隆 津田　展明 6 6 5 5 5 5 6 6 22
8 2748 葉山 M 石原　裕二 本間　威 5 5 8 8 8 8 7 7 28
9 2466 江ノ島 M 高橋　徹 長澤　治 8 8 9 9 9 9 8 8 34

順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点

1 2707 浜名湖 GM 石塚　恒志 白岩　道孝 1 1 1 1 1 1 1 1 4
2 2676 稲毛 GM 金子　文雄 金子　ルミ DNF 3 DNS 3 DNS 3 DNS 3 12
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Oct. 28-29 , 2006
Enoshima YH

Photo  by  T.Miyashita
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テーザーが初めて日本の海に浮かんだのは 19 8 5 年の江ノ
島。それから 20 年が経ち、同じ江ノ島で 10月 28 ～ 29 日、

21 回目となる全日本選手権大会が開催された。今年はテーザーが
誕生してちょうど30周年に当たる。今年新たに登場したマイラー
セールを使った最初の全日本選手権大会でもある。久しぶりに江
ノ島で行われたこともあり、参加 48 チームとにぎやかな大会と
なった。微～軽風のシリーズとなった今年の全日本選手権を制し
たのは、8月からテーザーを始めたばかりの伊藤由と石丸寿美子の
ペアだった。（文中敬称略）

　全国各地から集まったテーザーセーラーは、最大フリートの葉
山を筆頭に地元江ノ島、稲毛、浜名湖、琵琶湖、大阪北港、芦屋、
西宮、福岡と多方面に及ぶ。海外からも常連となったオランダの
コンスタンティン・ウドの他に、英国から真由美＆ティム・ナイ
ト夫妻が来日した。今年 9 月に英国で行われたナショナル選手権
に日本のチームが招待されたのを受けて、相互訪問という形で英
国のチームを招待した。
　連覇を狙うのは昨年津で優勝した葉山の小松・小川組、前回
2000 年の江ノ島大会優勝の本吉・穂積・陣内チーム、最軽量チー
ムである稲毛の平生夫妻も得意の軽風を武器に秘かな闘志を燃や
していた。前月同じ江ノ島のオータムレガッタで優勝した葉山の

山本・中島組や、今年 7 月の西日本選手権で優勝した浜名湖の石
塚・白岩組も顔を揃えている。しかしそれ以上に気合いが入って
いたのは、ニューカマーの伊藤・石丸組だった。
　初日の 10 月 28 日は北東の風がスタートの頃には南に変わり、
2 ～ 3m/s の軽風でレースが始まった。何回かのゼネリコの後、飛
び出したのは平生夫妻組。これに葉山の渡辺・久礼組、本吉・陣
内組、英国のナイト夫妻が続いた。先頭集団は振れ回る軽風を着
実に捉えて後続を引き離しながらレースが展開した。終始リード
を保った平生組だがフィニッシュのホーンがならずOCS。続くナイ
ト組が初戦を制し、渡辺・久礼組、伊藤・石丸組とフィニッシュ
した。このレースではリコールが大量に発生した。
　第 2 レースは左海面が支配的となり、有利なアウターからス
タートしたチームがフリートをリードした。風が次第に弱まる
中、またも平生組がトップに立ちそのままフィニッシュ。これに
伊藤・石丸組、稲毛の軽部組が続いた。これ以上風が期待できな
いと判断した運営陣はＨ旗を掲揚して初日のレースを終えた。こ
の結果、初日の順位は 1位伊藤・石丸組、2位本吉・神内組、3位
小松・小川組となった。

　今大会のレース運営は神奈川県連が主体となり、末木創造・
レース委員長、オンザウォータージャッジにはインターナショナ
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ルアンパイヤーの榛葉克也、秋元和子、川北達也の 3 氏が当たっ
た。これに江ノ島の国際 14 フリートのメンバー、広島大ＯＢ、東
京農工大ＯＢ・現役など30名を超えるスタッフがレースを支えて
くれた。クラスや組織を超えたサポートのありがたさを感じた大
会となった。
　2 日目は 4 ～ 5m/s の北風という今大会で最も風に恵まれたの中
で第 3 レースがスタートした。ブローが次第に北西寄りにシフト
し、アウターからスタートした艇団がヘッダーを得て早々にポー
トのレイライン付近まで達し、上マークへのアプローチを伺って
いた。稲毛の金子組、浜名湖の長谷川・有木組、葉山の本吉・神
内組の順で上マークを回航し、2 回目のフリーで本吉・神内組が
トップに立ってそのままフィニッシュ。これに金子組、琵琶湖の
秋山・高山組が続いた。

　続く第 4 レースは若干風が落ちて振れ戻る中、本部船有利のラ
インからスタート。前半は先のレースに続いて左海面が有利だっ
たが、後半は風が落ちて右海面に大きくシフト。これを察知して3
度目の上りを右海面に伸ばした伊藤・石丸組が大逆転し、コース
短縮となった上マークへトップフィニッシュ。左へ伸ばした先行
艇は大きく出遅れた。
　次の第5レースが成立すると1カットとなり、第1レースでOCS
を叩いたチームが浮上する。ところが風がピタリとなくなりしば
らく風待ち。約 1 時間半後、南からの微風で第 5 レースがスター
トした。20 度ほどの風の振れをうまくつかんだ平生組、ウド・宮
本組、軽部組が先行。弱まる風の中を辛抱強く走り切り、平生組
が 2 度目のトップフィニッシュ。ウド・宮本組に続いて、伊藤・
石丸組が 3 位となった。

　この結果、今年の全日本チャンピオンには3-2-10-1-3と手堅く
レースをまとめた伊藤・石丸組がいきなり初優勝を成し遂げた。
今年8月からテーザーに乗り始め、3カ月の猛練習振りはどのチー
ムをも圧倒していた。元 470 のナショナルチームのメンバーで、
セールメーカーにも勤めていた伊藤由だが、気楽にテーザーを始
めようと思っていた彼に火を付けたのは、しばらくのブランクの

後にテーザーに復帰した石丸寿美子だった。2位の本吉・穂積・神
内組に6ポイントの差をつけての優勝は、3カ月前にテーザーを始
めたとは思えないセーリングセンスの良さとレース運びのうまさ
を裏付けている。3位の平生組は軽風での圧倒的なスピードを武器
に、昨年優勝の小松・小川組に 3 ポイント差で 3 位に入った。

　今大会でもう一つ注目されたのはマイラーセール対ダクロン
セールの対決だ。ちょうど半々ずつのエントリーとなったが、結
果はマイラーセールが上位を独占した。ダクロンセールの上位が
7 位、16 位、19 位で、数字の上でもマイラーセールの時代がやっ
てきた感がある。少しだけセールエリアが大きくなり、メイン・
ジブともにフルバテンでローチが張り出し、風の強弱をオートマ
チックに吸収するデザインと素材がテーザーに新しい走りをもた
らそうとしている。すでにマイラーセールは国内で40セットが完
売し、全日本でその性能差を見せつける格好となった。

　テーザーの特徴の一つでもある男女チームの多さも今大会で目
立った。上位 3位までを男女チームが占めたのをはじめ、10 位ま
でのうち 7 チームが男女チームだった。楽しみの一つのパー
ティーも自然華やかな雰囲気になる。しかしアットホームな中に
もピリッとした闘志が潜んでいることを感じさせたのが初日のプ
ロテストだった。オンザウォータージャッジの笛も穏やかな海に
緊迫感を走らせた。今回初めて行われた抜き打ち計測も、選手の
間に緊張感をもたらしたようだ。

　表彰式は江ノ島フリートが準備したステンドグラス製の入賞メ
ダルをはじめ、たくさんの賞品が用意され、最後はジャンケン大
会となって会場を盛り上げた。笑いあり涙あり、多くのドラマが
込められた大会はテーザークラスにまた一つの歴史を刻んだよう
だ。来年の全日本選手権が行われる稲毛での再開を合い言葉に選
手は全国各地へと散らばって行った。
（注：KAZI 2007年 1月号寄稿のレポートと一部重複します。）

僕たちは、8 月に初めてチームを組
み、そこから練習を開始して全日

本までに十数回の練習をしてきました。
来年のタイ・ワールドを視野に入れ、初め
ての全日本参加は未知数のレースでした
が、とにかく一生懸命練習をし、基本に忠
実に行い、楽しく、そして全力を出し切る
ことをテーマにレースに臨みました。
　レース前日の金曜日の朝に江ノ島入り
し、葉山の渡辺さおりちゃん・久礼さん
チームとともに艇重量などの計測を行
い、ルール違反がないように万全を期し
ました。
午後には出艇し、3～ 5ｍの北風の中2艇
でスピードチューニングを行いました。
遅い方の艇が何かセッティングを変える
という方法で何度かセッティングを変え
ながら走り合わせます。どちらかが前に

                 

出た場合、それがスピードの差か、風の影響
なのかを判断しながら、上下の位置も入れ
替えていきます。その後は小松さん・まさる
君艇などとも夕方まで走り合わせ、レース
前の最終調整を行いました。結局僕たち
は、この風では今までのセッティングから
ジブのクリューボードをひとつ変えると良
いことがわかり、迷いがなくなってすっき
りとした気持ちでレースを迎えることが出来
ました。そして実はこの数時間の練習が今回
の僕達の走りにとても大きな意味がありまし
た。というのは、全日本本番は 5レース中 4
レースはこの風域で行われたからです。

　初日は、朝から 10 月末とは思えない暖か
い陽気。久々のヨットレースと言うこと
で、僕のファミリーも東京から応援にやっ
てきました。彼らに見送られながら、僕たち

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

は 3 番目に出艇しボートスピードや風を
チェックしながらレース海面に向かいま
す。途中風は東から南に変わり、風軸が
安定するまで風待ちの後、南南東 2～ 3m
の不安定な風の中で第一レースがスター
トしました。
　最初のスタートは 15 度ほど下有利で、
僕たちは下 3 分の１あたりから良いス
タートを切りましたがこれはゼネリコ。
次のスタートは I 旗が上がりました。ラ
インは 10~15 度ほど下有利です。海面と
しても左の風軸で、ポートロングのコー
スです。しかし、気温が上がればさらに
右に風が振れてくる可能性もあり難しい
ところです。僕たちは数分毎に何度も風
軸を計って風の振れの傾向を見ながら、
どちらにも行けるように真中付近からス
タートすることにしました。スタートラ
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インは I 旗掲揚後、多くの艇がリコール
を警戒してかなり凹んでおり、かなり余
裕をもってフルスピードでラインを切る
ことができました。スタート後即タック
し、ポートを伸ばします。1上は左海面を
使った本吉譲治さん・穂積さんチームが
トップで回航、140kgのコンビでこの走り
はさすがです。そして、2番に昨日一緒に
練習した渡辺さおりちゃん・久礼さん
艇、3番に稲毛の平生夫妻と続き、僕たち
は4番で回航、5番にイギリスのTIM夫妻
と続きます。1 上までは左海面を上手に
使った艇が上位に入ったようなので、次
の 2 上までは左寄りに位置取りしながら
ブローとシフトに合わせてタックをしな
がら走らせます。2上は圧倒的なスピード
でTOPに上がった平生夫妻に続き、上マー
ク手前で右のブローを上手く掴んだイギ
リスのTIM夫妻が2位に順位を上げます。
3位に安定したスピードで渡辺さおり・久
礼さん艇、4 位に僕達と続き、そのまま
フィニッシュ。平生夫妻がリコールだった
ため順位繰上げで僕たちは3位に入りまし
た。
　このレースは風が弱く風軸が安定して
いなかったのでとにかく風の振れとブ
ローを上手に見極めた艇が上位に入りま
した。そして僕達はスピード・角度とも
に良いことがわかり、次への自信となり
ました。セッティングは基本的には波が
ない海面なのでジブは出来るだけ引き込
み、メインもリーチリボンが半分くらい
ストールするまでシートのテンションを
かけたあと、トラベラーを使ってセン
ターラインまでブームを引き込みます。
ただし、運営艇や他艇の引き波などで艇
が揺れるときにはメインシートを充分に
出してスピードが落ちないように走らせ
ていました。

　第 2 レースは、風速はほぼ同じでした
が、レースの前に潮をチェックしたとこ
ろ240度から約60度の方向に潮流がある
ことを確認。風速が弱いので無視できな
い速さで流れています。
この潮の影響を考えると、スタートライ
ンに対して右斜め前方から押される角度

なので、まずスタートラインが凹み気味に
なること、上りはポートが向かい潮なので
ポートロングになること、上マークのアプ
ローチラインは余裕が必要なこと、上～サ
イドは膨らみ過ぎずに注意、逆にサイド～
下は向かい潮で落とされるので、スピード
を止めないよう上らせぎみにすることを頭
にイメージします。
スタートは最初から I旗が上がり、案の定、
潮に押されてスタートラインはかなり凹ん
でいます。そして更にスタート2分前には風
が大きく左に振れ、極端な下有利となりま
す。真中からのスタートを考えて位置取り
していた僕たちは、すぐにポートにタック
してラインぎりぎりまで上がり、ラインと
平行にアウターに向かってクローズに近い
角度でスターボで船を走らせます。多くの
船が、ラインに近づけないでいる中、ライン
上をフルスピードで流し、下3分の1辺りか
らスタート同時に即タックを切ることが出
来ました。スタート前に風軸をこまめには
かっていたので、この大きなシフトにいち
早く気づけたのはラッキーです。
　僕たちよりも下で良いスタートを切った
のは、平生夫妻艇、そして譲治さん・穂積さ
ん艇です。その後、リーチを開き気味にして
スピード重視の走りをし、1上はこの風域で
ダントツのスピードを持つ平生夫妻艇に次
ぐ2番で回航。そしてこのフリーでショッキ
ングな光景を目撃します。今回のレースは
オンザウォータージャッジが採用されてい
ましたが、サイド～下ですぐそばを走って
いた赤井さん艇がロッキングでペナル
ティーを受けたのです。僕たちから見てい
ても、特に目立った動作は見られなかった
ので、何か自分達では理解できない基準が
あるのかと思い、僕ら2人は恐怖で体を固め
たのでした。
　その後、そのままブローとシフトを見落
とさないように風を拾いながら走り、この
レースは 2 番でフィニッシュすることが出
来ました。
　初日は 2 レースを消化し、3 位 -2 位で僕
たちは暫定トップ。２位には５位-４位で譲
治さん、3位には、昨年のチャンピオンの小
松さん・まさる君艇が続きます。

　2日目。第3レース
はどんより曇り空で
4 ～ 5 ｍの北風のな
か行われました。
9 月のオータムレ
ガッタを思い出すコ
ンディションです。
このレースでは、
テーザー経験のなさ
を痛感しました。フ
ルパワーの風域では
誤魔化しは効かず、
ボートスピードがな
ければ上位には食い

込めません。僕たちはスピードがまった
く足りず、並んで走っても上突破されて
しまいます。走りながら色々とセッティ
ング変更を試みますが、それでも思うよ
うに前に出れません。なんとか最後まで
喰らい着いて走り、10位でフィニッシュ
しました。このレースで譲治さん・神内
さん艇が 1 位で入ったため、この時点で
順位は逆転しました。僕たちとしては捨
てレースを作ってしまったためにもう後
がありません。コンディションは変わら
ず風速もそのままに次のレースが始まり
そうです。
　僕たちはフィニッシュ後に休憩を取ら
ず、すぐに１艇でボートスピードのアッ
プに取り掛かりました。ブローに入った
時、ヒールが大きく、スピードに変わっ
ていないという感じでしたので、パワー
ダウンを試みます。アウトホールを引
き、カニンガム、バングも強めに引きま
す。シュラウドは既に一番後ろでしたの
で、そのまま。もっとハイクをし、乗艇
位置も確かめます。細かい調整をしてい
くと、ブローで前に出るような良い感じ
になってきました。次のレースが正念場
です。
　そして、続く第4レースは僕たちにとっ
て忘れられないレースとなりました。第
3 レースとほぼ同じコンディションの中
スタートが切られ、左よりのブローを拾
いながら上がった艇がトップ集団を形
成。僕たちの艇はセッティングを変えた
効果が出て、それほど走り負けはしてい
ませんでしたが、それでもトップスピー
ドと言うわけでもなく、6 位で 1 上を回
航。その後、後輩である浜名湖の長谷川
君・有木さん艇など 2~3 艇と抜きつ抜か
れつの走りをしながら、2 上に向かいま
す。2 上のアプローチで何艇かに前に入
られ、2上は8位となります。このあたり
で風が落ちてきていたため、風がかなり
シフティになってきていました。上マー
クを回る前に先頭集団をみると皆スター
ボを伸ばしています。そこで僕たちは即
ジャイブし、ポートで右海面のブローを
選びます。これが当たって、下マークで
は艇団の前で回ることができ、4 位まで
順位を上げます。この時点で風は 2～ 3m
にまで落ちていました。陸風で風が落ち
てきたとき、吹き残りのひとつのブロー
が順位を大きく左右することがよくあり
ます。次のブローをいち早く見つけて掴
むことが勝負の分かれ目です。下マーク
の混雑をすり抜けてポートのクローズに
なってみると、風はやはり右にシフトし
ていましたが、その時点ではブローでの
シフトではなく、また左に返している先
頭艇を見てもブローは入っていません。
そこでタックせず我慢してポートを伸ば
しながら 2 人で風を探します。走りなが
ら遠くの海面を見てみると、11 時の方
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２006.10.28 ～ 29 江ノ島にてテー
ザー級全日本選手権大会が行わ

れ、我が2768チームは、久礼・金子・渡辺
の3名で出場させていただきました。今年
の全日本は珍しく2日とも微軽風で、軽量
チームの私達にとって非常に有利なレース
となりました。結果48艇中8位、果たして
その中身は・・・！？
◇◇ 挑戦 ◇◇
　いきなりですが、私はヨットが大好きで

              

す。いわゆる『下手の横好き』とか『ヨット
ばか』といわれる部類で、乗れるだけで幸せ
だなぁ・・と思っていました。と同時に、心
のどこかで、クルーとしてチーム内で足を
引っ張るばかりでいつまでも上手くなれない
という状況に少しストレスを感じ始めていた
様な気がします。そんな時期にふとしたきっ
かけで持ち上がった『スキッパーで全日本出
場する』という挑戦話は、この悶々とした状
況から抜け出す為のまたとないチャンスであ

向、かなり遠くにY15と RSの全日本が行
われていましたが、走っている角度を見
ると、右に風が大きくシフトしているこ
とがわかりました。
　その時点で一番右に出ているのは僕た
ちでしたので、もしそのブローが降りて
くればかなりのゲインを得られます。そ
こで、風が落ちて波が残っているので、
スピードを止めないように注意深く走ら
せながらその風が降りてくるのを祈りま
す。数分後、ジブに裏風が入り、
タックを返すと上マークは正面
から少しオーバーセールしてい
るくらいの大きなシフトでし
た。快調に風を受けながら走る
と、上マークでコース短縮。トッ
プフィニッシュすることが出来
ました。
　第 3 レースでのボートスピー
ドの問題を解消し、何とか先頭
集団についていけたことと、2上
の前と、2下の後に風のシフトを
いち早く見つけられたのが良
かったと思います。
　ここで計算をしてみると、も
し4レースで終わった場合、カッ
トなしなので、僕たちは 16 点。
20 点の本吉艇とは 4 点差で優勝
が決まります。しかし時間もまだ早く、
もう１レースやる可能性が大きいので、5
レースやった場合は、カットレースが生
じ、僕たちは 6点、本吉艇が 10 点でやは
り 4 点差。平生夫妻も OCS をカットして
上がってきます。優勝するには、最終レー
スを 4 位以内で入れば自力優勝、もしく
は本吉艇の後ろ 2 艇以内の差で入ればい
いということがわかりました。しかし僕
たちの走り方としては、誰か特定の艇を
意識するのではなく、今までどおり風と
艇団を見てレース運びをする方が向いて
います。ですので 4 位以内を目指すこと
にします。
　風が安定しない中、集中力を切らせな
いようにしながら長い風の待ちをした
後、最終第 5 レースが始まりました。

初日と似たようなコンディションなので、
セッティングを戻しスタートラインと潮を
チェック。風軸は数分おきに何度もチェッ
クします。2～ 3ｍの風は安定せず、一概に
どちらの海面が良いと言う状態ではないよ
うですが、初日の経験から左よりを意識し
ます。スタートラインはほぼイーブン。僕た
ちはどちらでも行けるように、真中付近か
らフルスピードでスタートを切りました。
　スタート後、上よりから出た3分の１ほど

がタックして右海面に向かっています。僕
たちは角度、スピードともに良く、背中を気
にしながら、そのままスターボを伸ばし左
の風を拾いに行きます。風が左に振ったた
め、１上は、左の艇団でバウ出していた、平
生夫妻艇、蜂須賀さん・大河さん艇に続き3
位で回航できました。ここでトラブルが発
生。サイドマークに向かう途中、上側前方で
クルーザーがスピンの練習をしていました
が、ちょうど僕たちのブランケットの位置
で大きなスピンを数分間シバーしていて、
その影響で僕たちのスピードがガクンと落
ちてしまいました。すぐ後ろからは4位で1
上を回ったウドさん・宮本さん艇、その後か
らは艇団が迫ってきます。心臓が縮む思い
で、何とかサイドマークに到達。ベアコース
をとった蜂須賀さん艇を抜けましたが、ウ

ドさん艇には抜かれて３位で回航します。
下マークもそのまま 3 位で回航し、ふと
後ろを見てびっくり。すぐ後ろに譲治さ
んがいるではありませんか。特にマーク
はしていないので、スタート後おそらく
右艇団にいるのはわかっていましたが、
フリーでは近くにはおらず、離れている
と思っていましたら、6 位まで順位を上
げています。さすがの走りです。そして
僕たちがポートを伸ばしてるのを見て

とったのか即タックし左に向
かっています。ここで焦って悪
い位置でタックをしてしまう
と、自ら墓穴を掘るので、我慢し
て次のシフトを待ちます。ヘッ
ダーを待ってスターボに返す
と、下前方にいた譲治さんが
ポートに返し、ここでミート。際
どい下受けタックを打たれ、僕
たちもタックして離れます。こ
こで一言「焦らないで」という石
丸さんの声。そうそう、こういう
時は冷静さが一番大事です。ス
ピードに集中し、もう一度シフ
トを掴みなおします。そして再
びミートしたときには前に出る
ことが出来ました。その後は良
い風をつかみながら走りきり、3

位をキープしたままフィニッシュ。優勝
を決めることが出来ました。
　今回短い練習期間で大会に臨みました
が、風が弱かったことが僕らにはラッキー
でした。そして何よりオーナークルーの石
丸さんの活躍のおかげで、思った以上の結
果を出せ大変光栄に思います。

　テーザーはフレンドリーで乗っていて
楽しく、でもレベルは高く、あのディン
ギーレース独特の緊張感を充分に堪能で
きる素晴らしいクラスだと思います。こ
れからも活動を続けて2009年の日本開催
のワールドには長男と一緒に出たいと密
かに目論んでいます。今後ともよろしく
お願いします。

り、折角のチャンスを無駄にして後悔した
くないという強い思いに変わりました。し
かし、準備期間は３ヶ月・・ジタバタしても
しょうがないので『出来る事をそれなりに
やろう』と決め、強風の苦手意識克服、リ
コール癖の修正、艇速アップを重点課題と
して練習に取り組みました。毎週末しつこ
く練習に参加させて頂き、久礼・金子両人が
不在の際にはクルーを貸して下さったソ
ニーSCの皆様には本当に感謝しています。
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◇◇ 全日本前日 ◇◇
　全日本前日に江ノ島入りし、今回優勝
チームの伊藤・石丸艇、4 位の小松・小川
艇と走り比べをした事は、とてもラッキー
な出来事でした。軽風域での最初のクロー
ズは、明らかに角度が違いどんどん離され
てしまったのですが、伊藤さんにアドバイ
スを頂きセッティングを変更、サイドステ
イのスライダーを一番後ろまで引いてフォ
アのテンションをあげるのと同時
に、ジブクリューの穴を真ん中か
ら１個上に変更しました。すると
どうでしょう！ちゃんと離れず走
れるではないですか！ブローがそ
のまま艇速につながる感じも気持
ちいい！『私達の今までの練習は
何だったんだ！？』と衝撃を受け
る程すべりが良くなったのです。
この最終調整により、自分の艇速
に自信を持つ事ができたのはとて
も大きかったです。

◇◇ 1 日目 ◇◇
　前夜に行われたテーザー協会の
愉快な仲間達が集まった宴会でつ
い飲みすぎてしまい、レース１日
目の朝はポカポカ陽気の中、なん
だか元気一杯の久礼さんとは対照
的に、私は寝不足と二日酔いで一
人ぐったりしていました。スキッ
パーズMtgを終え、トイレも済ま
せ、なんとか気合を入れ直したものの、出
艇前、久礼さんが私の緊張を和らげようと
してか「大丈夫、大丈夫。速い人ばっかり
だから。（ナベが）勝てるわけないから。」
と満面の笑みで言うのです。確かに、全国
から速い人がわんさか集結しており、周り
を見渡しても雲の上の人ばかりです。しか
し、この久礼さんの一言は、負けず嫌いの
私の闘争心を燃え上がらせる最上級の言葉
なのでした。それが原動力となってか、１
レース目は最後まで集中力を切らす事な
く、また久礼さんの完璧なコース引きも
あって、2 位と今回の全日本で一番良い成
績をとる事が出来ました。・・が、残念な
事に、この燃える闘魂モードの持続力は１
レースだけで、すっかり通常モードの渡辺
に切り替わった2レース目は、スタートで
ポヤポヤしている内に風が下に振れライン
に辿り着けず、第 5 線スタート⇒ありゃ
りゃ・・⇒12位。そうなのです、大体私は
いつも詰めが甘すぎるのです。

◇◇ 2 日目 ◇◇
　クルーは金子さん。軽量級なので、微風
だったら有利だなー、と思いながら出艇し
ました。3 レース目、スタート前、上側に
大きなルームがあり、返してそこから出よ
うという事タックしたとたん船が傾き・・
な、なんと沈してしまったのです。(！？)
　皆さんは、スタートに集中していて、後

ろで静かに沈している船の事には気付きも
しなかっただろうと思いますが、私は、皆さ
んの背中を見ながら、そして沈起ししなが
ら、必死にゼネリコを祈りました。いつもゼ
ネリコを繰り返す皆さんの事です『今回も
きっとやってくれるだろう』と信じていま
した。しかし、スタートホーンとともに上
がった旗は、X旗・・・信じてたのに・・。(支
援艇から見守っていた久礼さんは泣いてい

たそうです。笑)   そして、ほぼ 3 分遅れ
でラインを切り DNS の危機を脱したもの、
レースは遥か彼方で繰り広げられていま
す。ただ追いつければ・・・。ペッタリとジ
ブに張り付き微動だにしないテルテールに
苦戦しながら必死に走って・・・38位。金子
さんと「こんな時の為に防水スプレー掛け
ておいた方が良いねー」なんてバカ話をし
ながらも、がっくり地の底まで落ち込んだ
のでした。　続く４レース目は、精神的に凹
んでいた為か、スタート後にも凹んでしま
い、上手くコースを引く事が出来ず、一上は
30番台後半で回ったと思います。『何だか見
慣れた景色だなー』と思いながら、ハタと
『これはヤバイ！』と気付きました。気を取
り直し、急いで上サイド下で数艇抜かし、下
マーク回航後は、みんな左に返してラルに
はまっているのを確認し
て、右のブローを取りに
行きました。タックする
とマークは目の前！奇蹟
のジャンプアップで結果
14 位。ふぅ～っ。最終 5
レース目は、アウター寄
りから出ました。下の船
(ピンク色？)がヤケに高
い位置から出ていたので
すが、もう捨てレースを
作る事が出来ない私達
は、影響を受けてしまう

低い位置からスタートしました。そのまま
左に突っ込み、右海面の高い位置にいる艇
団が気になってしょうがなかったのですが
『悩んだ時は速い船について行く』という
私の黄金の経験則に従い、すぐ上にいた小
松・小川艇について行く事にしました。お
かげで左のブローをつかんで一上をシング
ルで回航、途中ケースを起こしてペナル
ティ解消を一回転多く(！？)回ってしまっ

たりしたのですが、微風で有利だっ
た為、何とか食らいついて６位。『終
わりよければ全てよし！』という事
で、ニコニコしながら着艇したので
した。(支援艇から見守っていた久礼
さんはホッと胸をなでおろしたそう
です。笑)
◇◇ 全日本の収穫 ◇◇
　このように、レース内容はズッコ
ケ場面が満載で、私の詰めの甘さや
未熟さが露呈する形となりました。
成績も2－12－38－14－6とかな
り凸凹で、今の私達の実力を如実に
表しているようです。数え切れない
ほどの反省点があって、後悔がな
かったと言うとウソになるかもしれ
ませんが、代わりに『頑張ってもっ
と練習すれば上手くなれるかも？』
という希望をゲットしました。これ
は、なかなか上達できずにいじけて
いた私にとって、非常に大きな収穫
となったのでした。

◇◇ お礼 ◇◇
　江ノ島フリートの皆様をはじめ、素晴ら
しいレース運営をして下さった多くの方々
のおかげで、思う存分、全日本を楽しめた事
に感謝致します。仕事以外の場所で、沢山の
いい大人が全国から(世界から！)100人以上
集まって、みんな、一生懸命・熱く・真剣に
ひとつの事柄に取り組む姿を見て、なんだ
かいいなー、そういう場所にいられるのは
幸せだなー、とじんわり思った次第です。
　・・・最後に、こんなナベを両脇からがっ
ちり支え、引っ張っていってくれた、久礼さ
ん・金子さんのお二人にもこの場をお借り
して心からありがとうを言いたいです。
それでは皆様、また次のレースでお会いし
ましょう♪
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2006 年 10 月 28 日～ 29 日　 江ノ島ヨットハーバー

総合

順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点

1 2706 葉山 一般 伊藤　由 石丸　寿美子 3 3 2 2 10 10 1 1 3 3 19 9

2 JPN2395 葉山 一般 本吉　譲治 穂積　洋平・神内　悠里 4 4 5 5 1 1 11 11 5 5 26 15

3 2669 稲毛 一般 平生　純一郎 平生　玲子 OCS 49 1 1 11 11 9 9 1 1 71 22

4 2761 葉山 一般 小松　充 小川　雅 6 6 7 7 5 5 7 7 OCS 49 74 25

5 2676 稲毛 GM 金子　文雄 金子　ルミ 5 5 18 18 2 2 2 2 20 20 47 27

6 2572 稲毛 一般 軽部　香 軽部　竜也 OCS 49 3 3 14 14 8 8 4 4 78 29

7 2735 その他 M Constantin Udo宮本　哲生 7 7 8 8 27 27 13 13 2 2 57 30

8 2768 葉山 一般 渡辺　さおり 金子　直樹・久礼　嘉伸 2 2 12 12 38 38 14 14 6 6 72 34

9 2762 江ノ島 一般 赤井　寛 村上　誠一郎 14 14 4 4 6 6 12 12 12 12 48 34

10 2396 葉山 一般 山本　晴之 中島　玲子 15 15 9 9 8 8 18 18 7 7 57 39

11 2738大阪北港 M 三輪　記裕 割石　じゅんこ 10 10 20 20 9 9 5 5 18 18 62 42

12JPN 774 その他 M TIM KNIGHT MAYUMI KNIGHT 1 1 14 14 OCS 49 17 17 13 13 94 45

13 2809 浜名湖 一般 蜂須賀　強 大河　雄一 32 32 17 17 17 17 3 3 8 8 77 45

14 2707 浜名湖 GM 石塚　恒志 白岩　道孝 21 21 10 10 20 20 10 10 11 11 72 51

15 2709 葉山 一般 野嶋　嘉昭 石川　洋二 OCS 49 11 11 7 7 4 4 35 35 106 57

16 2657 浜名湖 一般 長谷川　勝啓 有木　洋介 8 8 34 34 4 4 15 15 31 31 92 58

17 2730 稲毛 M 宇佐美　重則 小田倉　里美 12 12 19 19 12 12 33 33 17 17 93 60

18 2670 芦屋 GM 内村　祥史 安澤　厚男 17 17 26 26 18 18 21 21 10 10 92 66

19 2223 江ノ島 M 安河内　英治 杉浦　琴 9 9 13 13 21 21 26 26 28 28 97 69

20 2663 琵琶湖 M 秋山　紀夫 高山　勝 OCS 49 28 28 3 3 16 16 23 23 119 70

21 2615 葉山 一般 田口　裕介 森　理子 29 29 6 6 22 22 34 34 19 19 110 76

22 2739 その他 一般 加野　靖紀 河野　恭子 OCS 49 33 33 13 13 6 6 25 25 126 77

23 2732 江ノ島 一般 星野　直広 安田　貴美子・松川　護 11 11 21 21 36 36 30 30 15 15 113 77

24 572 その他 一般 関口　真秀 関根　恒久 18 18 15 15 OCS 49 20 20 24 24 126 77

25 423 その他 一般 玉置　淳 松原　茂樹 19 19 23 23 23 23 22 22 14 14 101 78

26 2671 葉山 一般 小林　昌弥 内田　勝久 25 25 16 16 31 31 19 19 27 27 118 87

27 2708 葉山 一般 梅田　哲士 安藤　拓史・谷津　美幸 33 33 31 31 15 15 35 35 9 9 123 88

28 2602 稲毛 一般 田中　真人 井上　敦 OCS 49 29 29 16 16 25 25 29 29 148 99

29 2621 葉山 M 山下　栄輝 山下　陽子・島中　圭子 20 20 25 25 24 24 37 37 33 33 139 102

30 2652 江ノ島 SGM 山分　信 田口　公一 27 27 27 27 26 26 24 24 26 26 130 103

31 2764 芦屋 一般 中西　英貴 中西　美紀 16 16 37 37 25 25 28 28 36 36 142 105

32 2712 芦屋 一般 下村　晃司 安田　一真 22 22 24 24 32 32 27 27 37 37 142 105

33 2675 葉山 SGM 安原 実郎 戸田　隆久 36 36 22 22 29 29 38 38 21 21 146 108

34 2202 大阪北港 M 徳田　幹太 吉村　均 23 23 35 35 33 33 23 23 30 30 144 109

35 2552 葉山 一般 荒島　謙治 町田　亜紀 OCS 49 46 46 19 19 32 32 16 16 162 113

36 2720 葉山 一般 岡　誠 建内　満 13 13 39 39 34 34 29 29 40 40 155 115

37 2609 葉山 一般 外石　満 矢柴　明美 28 28 32 32 37 37 31 31 32 32 160 123

38 2748 葉山 M 石原　裕二 本間　威 31 31 40 40 46 46 40 40 22 22 179 133

39 2073 稲毛 一般 冨田　亮二 石内　寿子 26 26 36 36 28 28 43 43 OCS 49 182 133

40 2806 江ノ島 M 村尾　隆 津田　展明 OCS 49 30 30 30 30 36 36 38 38 183 134

41 2741 江ノ島 一般 瀧本　浩一 塚原　郁朗 30 30 41 41 35 35 39 39 34 34 179 138

42 2453 葉山 一般 多井　堅一郎 阪井　祐介・有持　祐之 24 24 38 38 42 42 45 45 41 41 190 145

43 2534 芦屋 一般 児島　克博 鈴木　章弘 35 35 44 44 40 40 42 42 39 39 200 156

44 2203 葉山 一般 野本　雅史 永尾　岳史・武田　崇宏 38 38 DNF 49 41 41 41 41 42 42 211 162

45 2143 その他 一般 池田　光孝 大串　英宣 34 34 42 42 44 44 46 46 44 44 210 164

46 2466 江ノ島 M 高橋　徹 長澤　治 39 39 47 47 39 39 44 44 43 43 212 165

47 2211 江ノ島 M 佐々木　和人 樋口　佳久 37 37 45 45 43 43 DNF 49 45 45 219 170

48 2660 芦屋 一般 佐藤　和紀 臼井　由利子・掛川　宏 40 40 43 43 45 45 DNF 49 DNF 49 226 177

得点
3R

合計
1R 2R 4R

Pos
Sail
No

スキッパー クルー
フリ
ート

クラス
5R
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2006 年 10 月 28 日～ 29 日　 江ノ島ヨットハーバー

マスタークラス（スキッパー、クルーの合計年齢 80 歳以上）

グランドマスタークラス（スキッパー、クルーの合計年齢 100 歳以上）

スーパーグランドマスタークラス（スキッパー、クルーの合計年齢 120 歳以上）

フリート対抗成績
3 艇以上参加のフリートで、参加艇の平均得点。

3艇未満のフリートは「その他」

優   勝
伊藤由・石丸寿美子組

（葉山)

準 優 勝
本吉譲治・穂積洋平・神内悠里組

（葉山）

第 3 位
平生純一郎・玲子組

（稲毛）

順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点

1 2735 その他 M Constantin Udo 2 2 1 1 6 6 2 2 1 1 12 6

2 JPN 774 その他 M TIM KNIGHT 1 1 4 4 OCS 13 4 4 2 2 24 11

3 2738大阪北港 M 三輪　記裕 4 4 5 5 2 2 1 1 4 4 16 11

4 2730 稲毛 M 宇佐美　重則 5 5 2 2 3 3 7 7 3 3 20 13

5 2223 江ノ島 M 安河内　英治 3 3 3 3 4 4 6 6 7 7 23 16

6 2663 琵琶湖 M 秋山　紀夫 OCS 13 7 7 1 1 3 3 6 6 30 17

7 2621 葉山 M 山下　栄輝 6 6 6 6 5 5 9 9 9 9 35 26

8 2202 大阪北港 M 徳田　幹太 7 7 9 9 8 8 5 5 8 8 37 28
9 2748 葉山 M 石原　裕二 8 8 10 10 11 11 10 10 5 5 44 33
10 2806 江ノ島 M 村尾　隆 OCS 13 8 8 7 7 8 8 10 10 46 33
11 2466 江ノ島 M 高橋　徹 10 10 12 12 9 9 11 11 11 11 53 41
12 2211 江ノ島 M 佐々木　和人 9 9 11 11 10 10 DNF 13 12 12 55 42

順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点

1 2676 稲毛 GM 金子　文雄 1 1 2 2 1 1 1 1 3 3 8 5
2 2670 芦屋 GM 内村　祥史 2 2 3 3 2 2 3 3 1 1 11 8
3 2707 浜名湖 GM 石塚　恒志 3 3 1 1 3 3 2 2 2 2 11 8

順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点

1 2652 江ノ島 SGM 山分　信 1 1 2 2 1 1 1 1 2 2 7 5
2 2675 葉山 SGM 安原　 実郎 2 2 1 1 2 2 2 2 1 1 8 6

Pos
参加
艇数

総得点 平均得点

1 3 154 51.3
2 6 370 61.7
3 9 692 76.9
4 17 1431 84.2
5 8 890 111.3
6 5 609 121.8

白岩　道孝

田口　公一
戸田　隆久

クルー

長澤　治
樋口　佳久

金子　ルミ
安澤　厚男

クルー

山下　陽子・島中　圭子

吉村　均
本間　威
津田　展明

割石　じゅんこ

小田倉　里美

杉浦　琴

高山　勝

宮本　哲生

MAYUMI KNIGHT

クルー

合計 得点

3R 4R 5R

得点合計

合計 得点

Pos
Sail
No

フリ
ート

クラス スキッパー
1R 2R 3R

3R 4R 5R

4R 5R

Pos
Sail
No

フリ
ート

クラス スキッパー
1R 2R

Pos
Sail
No

フリ
ート

クラス スキッパー
1R 2R

葉山
江ノ島
芦屋

フリート

浜名湖
稲毛
その他
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　昨年 12月からメジャラーを葉山フリートの宮下知之さんに引き受けてもらいました。

　テーザー歴は最も長い一人で、安心してメジャラーを任せられる方です。同時に日本セーリ

ング連盟のワンデザインクラス計測委員会にもテーザークラス代表として参加してもらうこと

になりました。テーザークラスの法の番人として、活躍を期待しています。みなさんよろしく

お願いします。

　     会長・金子　文雄

　昨年の 12 月より、JTA のメ

ジャラーになりました。葉山フ

リートの宮下です。任期1年の

短い期間ですが、がんばって

やっていこうと思います。ご協

力よろしくお願いします。

Tasar は昨年からマイラーセー

ルが導入され、ハルもオースト

ラリアからシンガポール / イ

ンドネシアに造船所を移すな

ど、Tasar史上一番(?)の変化の

あった年でありました。今年もダクロンセールとマイラー

セールが混在するレースになるでしょうが、できるだけ多

くの Tasar セイラーが楽しくセーリングできるようにレー

スのやり方を再考したり、クラスルール等の見直しも積極

的に考えたいと思っています

ので、ご協力お願いします。

　さっそくですがチーフメ

ジャラーであるグラハム・ハ

ンナ氏によりマイラーセール

に関するルールの補足説明に

追加がありました。J T A の

ホームページを更新しました

のでご覧下さい。また、この

補足説明に対し、WTCA のリ

チャード・スペンサー氏がコ

メントを出していますので紹

介します。さらに、ベスウェ

イト氏からハルの製造に関す

るコメント（文章が非常に長

いのでニュースレターには掲

載しません、ご了承くださ

い）が出されましたので JTA

のホームページに掲載しまし

た。ご覧下さい。

　日本国内ではGPSの搭載が

検討されています。もちろん

GPSはレース後に航跡データ

を取り出す目的以外に使用できません。レースや練習後に

自艇や他艇がどのように帆走していたかを見ることができ

るという点で、レース後の楽しみが増えると思われます。

私も実は 1 台購入して試してみました。Windows ユーザー

の方は、「どこでもヨットレース」(http://www.meizan.jp/

e-yacht/index-j.html)　というフリーソフトを使って航跡

を見ることができます。また Goog l e から出されている

Google EarthでもGPSのログを取り込めるようになりまし

た。(写真参照：葉山港から出艇して帰ってくるまでの航跡

がハッキリ見ることができます。) 次のミッドウインターで

はレース中の搭載がレース公示で許可されることになりま

したので、レースに出られなかった方もレース展開を見る

ことが可能になります。

(メジャラー・宮下　知之)

http://www.meizan.jp/
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リチャードスペンサー氏のコメント
Chief Measurer Issues Two New Interpretations
テーザークラスのチーフメジャラーであるグラハムハンナ氏よ
り、マイラーセイル(の取り扱い)に関し生じた補足説明35及び36
が示された。

Interpretations 35
補足説明 35 により、リーチがバタバタとはためく状態(リーチフ
ラッター)を減らすため、リーチテープの縫い直しが認められるこ
とが明確になった。リーチフラッターはすでに多くのメインセイ
ルに生じ、これらメインセイルのリーチテープの縫い直しが必要
と考えられるが、必要であればジブも同様に縫い直すことができ
る。
Interpretations 36
補足説明36により、(これまでメインセイルのバテンに適用されて
いる)ルール G5.1 がジブバテンにも適用されることが明確になっ
た。すなわち、ジブバテンに手を加える、あるいはジブバテンを
交換することができるが、バテンの材質はファイバーグラスで補
強されたプラスチックでなければならない。ジブバテンはセイル
に縫い込まれているため、バテンポケットに沿ってリーチから

10cmまではセイルの縫い直しが認められる。ルールG2.2はセイル
シェイプの改変を禁じている。そのため、ジブバテンを取り出
す、あるいは交換した際には、必ず元の縫い目の上を正確に縫い
直さなければならないことに注意する。

リチャードスペンサー
Executive Secretary, WTCA

　マイラーセールをつけて強風下で走るとリーチフラッターが起
こる場合があります。グラハム氏によるとリーチフラッターは初
期ロットのマイラーセールで起こるそうです。原因はリーチテー
プのテンションが低いことだそうで、リーチテープを適切なテン
ションで貼り直せば直るそうです。セールメーカーであればどこ
でも修理はできるようです。1月 24 日現在、日本で販売されたマ
イラーセールのロットは判明していませんが、わかり次第、ホー
ムページでお知らせします。リーチフラッターの事に限らず、マ
イラーセールやボート自体の問題点についてもございましたら宮
下までお知らせ下さい。可能な限り、チーフメジャラーまで意見
をあげていきたいと思っています。よろしくお願いします。

テーザークラスルールに 2006 年 12 月 16 日付で 2つの補足説明が追加されました。

　　「メジャラー通信」の中で宮下さんが
触れられているように、国内では GPS レ
シーバーの搭載が認められることになり
ました。そこで GPS レシーバーとその使
い方について簡単に紹介します。

Garmin  GEKO 201

　代表的な GPS 機器
メ ー カ ー で あ る
Garmin社の小型・軽
量でお手ごろ価格の
モデルです。国内総
代理店「株式会社い
いよねっと」のほ

か、各種通販で手に入ります。日本語版
もありますが、英語版の方が割安です。
　緯度経度・速度・高度・進行方向の表
示、トラックログの記録など、必要十分
な機能を備えています。

Sony  GPS-CS1K

　デジタルカメラアクセサリーとして、
内蔵メモリにひたすら位置情報を記録し
ていくコンパクトなレシーバーです。表
示画面はありません。

　位置情報の記録間
隔が 15 秒に固定され
ているので、タック
ポイントなどが若干
ずれる可能性があり
ます。航跡をとるだ
けでなく、本来の用途である写真との連携
も試してみたい方向けです。

　セーリング中の位置情報の記録は、防水
パックに入れてハルに固定するか、コック
ピット内に置いておくだけで O.K.。
　航跡を確認するためには陸に上がってか
ら、パソコンにUSBケーブル等で接続して位
置情報のログをダウンロードします。GEKO
201 の場合はそのままで「どこでもヨット
レース」に使えますが、GPS-CS1K の場合は
ログ形式の変換が必要です。
 　GPS-CS1K が出力するログは NMEA-0183
準拠のようですので、「GPS ログデータコン
バータ GPSLogCv」で Garmin PCX5 のデー
タ形式(拡張子 .TRK)に変換します。
 gpslogcv -INME -TTRK ログファイル名
　(Windows のコマンドプロンプトで)
　ただ、このままでは「どこでもヨットレー
ス」での年月日の表示が正しくありませ

ん。現時点では変換したログファイル中
の「日-月 -年」(例: 10-FEB-07)を「年-
月 -日」(例: 07-FEB-10)に置換する必要
があるようです。

 「どこでもヨットレース」の使い方は、公
式Webサイトに詳しく説明されています。
　あなたも GPS を積んでみませんか?

　「どこでもヨットレース」
http://www.e-yacht.net/e-yacht/in-

dex-j.html

Garmin GEKO 201 [(株)いいよねっと]
http : / /www.i iyo.net /products /

geko201/

Sony GPS-CS1K
http://www.sony.jp/products/Con-

sumer/Peripheral/GPS/GPS-CS1K/

GPS ログデータコンバータ GPSLogCv
http://homepage1.nifty.com/gigo/

GPS/gpslogcv.html

  (m.oka)

http://www.e-yacht.net/e-yacht/in-dex-
http://www.iiyo.net/products/
http://www.sony.jp/products/Con-sumer/
http://homepage1.nifty.com/gigo/
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WorldTopics
海外情報

　大会は 7月 2日から登録と計測が始まり、4日が招待レー

ス、レース日程は7月 5日から 8日までレイデイをはさんで

8日間です。

　昨年10月末で早期エントリーの締切りとなり現在のエント
リー数は56艇です。4月までには更に多くのエントリーが見
込まれています。レイトエントリーフィーは1,050オースト
ラリアドル（約 9万 8千円）です。日本からの送金は、国際
送金を扱っている郵便局からポスタルマネーオーダー（国際
郵便為替）を利用することになります。エントリー締切日ま
でに送金先のオーストラリアで入金が確認される必要があり
ますが、オーストラリア宛のマネーオーダーは2～ 3週間程
度かかるようですので注意が必要です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2nd-11th July   Phuket,  Thailand

2007 Tasar World Championship

http://www.tasarworlds.com/

7月 2日（月） 9:00-12:00 登録
7月 3日（火） 9:00-12:00 登録

夜 ウェルカムイベント
7月 4日（水） 午後 招待レース
7月 5日（木） 第 1 日目　　　最大 3 レース
7月 6日（金） 第 2 日目　　　最大 3 レース
7月 7日（土） 第 3 日目　　　最大 3 レース

夜 ミッドレガッタイベント
7月 8日（日） 第 4 日目 レイデイ　予備日
7月 9日（月） 第 5 日目 最大 3 レース
7月10日（火） 第 6 日目 最大 3 レース
7月11日（水） 第 7 日目 最大 3 レース　表彰式

　今回のセーリングサイトとなる Cape Panwa Hotel は細い
急坂の先にあるため、40フィートのコンテナを運び込むこと
ができません。コンテナの積み下ろし場所については、少し
離れた場所で荷解きをし、艤装して近くの港のスロープを利
用してセーリングで直接ビーチに持ち込むことが検討されて
いるようです。

　プーケットワールドでは一緒にイベントを盛り上げてくれ
るボランティアを募集中です。期間中プーケットに来られる
方、レース参加は無理だけどボランティアとしてワールドの
雰囲気を現地で楽しみたい方は、下記オンラインフォームで
登録してください。
http://www.tasarworlds.com/

index.php?option=com_philaform&Itemid=62&form_id=5

　新年あけましておめでとうございます。

　2007年は、テーザーワールド開催年です。今回のプーケッ

トワールドは、テーザーフリートのない国での開催となりま

す。オーストラリアのテーザー協会の強力なバックアップで

準備され、すでに50艇を超えるエントリーがあります。とて

も魅力的なワールドだと思います。

　1. リゾート気分満載･･･プライベート感のあるビーチリ

ゾートホテルをベースとし、「アンダマン海の真珠」と讃えら

れる美しい海でのワールド、この先にそうそうチャンスがあ

るものではないと思われます。

　2. ハイレベルなコンペティター･･･現ワールドチャンプの

ダグラスチームは年始早々8レース1カットの全豪選手権を

失点 7で優勝、連覇に期待がかかります。さらに、メルボル

ン大会で素晴らしいボートスピードを見せたブレット・ヤン

グ、数度の全豪タイトルを持つクレイグ・マックフィーな

ど、優れたコンペティターと同じ海面を一緒に走る機会は

ワールドの他にそうそう得られるものではないでしょう。

　3.マイラーセールでの初開催･･･ハイレベルなコンペティ

ターから学ぶことも多いはず。特に初めてのマイラーセール

適用となれば、尚更です。

　4.お楽しみ企画も充実･･･イベントの企画も着々と準備さ

れています。各リージョンから一堂に集まるワールドは、

あっという間にひとつのコミュニティーが形成され、多くの

人たちとの交流はワールドの大きな魅力です。

http://www.tasarworlds.com/
http://www.tasarworlds.com/
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【ワールド参加についての問合せ先】
葉山フリート　小松　充

E-mail: phuketworld@tasarjapan.org

　5.次は日本開催･･･2009年のワールドは日本での開催となり

ます。プーケットワールドで出会う多くの参加者は、日本で

開催された時にも再会することでしょう。次の日本でのワー

ルドもこのプーケットに参加しているとより楽しいものにな

るのではないかと思います。是非、参加をご検討ください。

　エントリーの最終締め切りは4月30日です。「参加する！」

「検討している」 「行きたい」という方がいらっしゃいまし

たらご連絡下さい。すでに、「まだ決定できないけど行こうと

思っている」とか、「クルーを探している」とか、いう方から

も数名ご連絡いただいています。

　概ねの状況を把握するため、コンテナの準備のため、可能

であればワールド参加のサポートのため、参考に伺いたいと

思っています。お気軽にご連絡ください。

　まだ頻繁な情報交換は行われていませんが、プーケット

ワールド参加希望者によるメーリングリストも用意されてい

ます。興味ある方は、こちらにもご登録しておいてください。

ご登録は　tasarworlds07-subscribe@yahoogroups.jp　へメー

ル送信してください。ワールドに向けての練習会なども有志

で盛り上げていきたいですね。

◆

　現在、日本からは４チームがエントリー済みです。オフィ

シャルサイトの Event Information ＞ Competitors Regis-

ter で参照できます。

　ホテルは、大会サイト経由が安く申込できます。60日前ま

でキャンセルが出来るようです。参加希望の方は、ホテルは

早めに申し込んでおいた方がよいかもしれません。

大会オフィシャルサイト http://www.tasarworlds.com/
（現地の衛星写真なども閲覧できます）

ホテルサイト http://www.capepanwa.com/

プーケット観光サイト http://www.phuket.com/

http://www.e-hotel-phuket.com/

　北米、イギリス、オーストラリアの各リージョンでナショ

ナルチャンピオンシップが開催されました。オーストラリア

では、初のマイラーセイルによる公式戦となり、これで全て

の地域の公式戦でマイラーセイルが導入されました。

そして７月には初めてマイラーセイルでの世界選手権が開催

されます。

　7月に北米選手権、8月には全米選手権が開催されました。北米の
レガッタは参加艇が少ないもの過去の世界チャンピオンなどベテラ
ン強豪ぞろいで知られ、ハイレベルなレースがおこなわれていま
す。北米選手権では、2001 年イギリスワールドの女性チャンピオ
ン、バッカン組をカナダのウォール組が僅差で下しました。全米選
手権では1992年葉山ワールドのチャンピオン、レナハン組が優勝し
ました。

2006 Tasar North Americans
Lake Wenatchee, WA    Jul. 22-23, 2006

上位成績(5 レース実施 /参加艇 14)
1  Guy Wall/Marie Wall

2  Carol Buchan/Carl Buchan

3  Chris Lanzinger

2006 Tasar US Nationals
Cascade Locks, OR   Aug. 4-6, 2006

上位成績(10 レース実施 /参加艇 15)
1   2698   Jay Renehan/Lisa Renehan

2   2678   Andrew Schmidt/Erin Harkins

3   2690   Fritz Laninger/Tina Lanzinger

　9月に全英選手権が開催されました。1999年の浜名湖ワールドで
圧勝したベン・ニコラス(オーストラリア)が招待選手として参加
し、全英タイトルをさらいました。ダクロンセイルのチャーター
ボートでの見事な優勝です。日本からも本吉／関口組が参加し初日
トップ、2 日目以降も強風・大波のコンディションで健闘し 6 位と
大活躍しました。日本でお馴染みのナイト夫妻組が 4位、オランダ
のウド組が 8 位に入りました。

2006 Tasar UK Nationals
Babbacombe, Devon   Sep 26-28, 2006

上位成績(8 レース実施 /参加艇 46）
1  2674  Ben Nicholas/Lucy Montgomery

2  1206  Malcolm Davies/Chris Noakes

3  2801  Neil Spacagna/Chris Martin

6    774  George Motoyoshi/Mahoro Sekiguchi

　南半球のオーストラリアではシーズン真っ盛りです。年末年始に
かけてパースで全豪選手権が開催され、休暇を利用して大陸の各地
からテーザーセイラーが集まりました。初のマイラーセイル公式戦
を制したのは、2005年ダーウィンワールドのチャンピオン、ダグラ
ス組でした。予想通りの強風シリーズでしたが、男女ペアながら常
勝のマクフィー組を下して圧勝。タイワールドに向けてますますパ
ワーアップしているようです。

34th Australian Championships
Royal Perth Yacht Club   Dec 30, 2006-Jan 5, 2007

上位成績(8 レース実施 /参加艇 39）
1    2710   Robert Douglass/Nicole Douglass

2    2666   Craig McPhee/Gill Berry

3    2790    David Bretherton/Doris Bretherton

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

http://www.tasarworlds.com/
http://www.capepanwa.com/
http://www.phuket.com/
http://www.e-hotel-phuket.com/
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2006年度分の会費はお早めに下記

までお振込みください。

　住所等の登録事項に変更がありました

ら、下記国内事務局までご連絡くださ

い。協会ウェブサイトでも住所変更用

フォームが利用可能です。

　一緒にテーザーを楽しみませんか？日

本テーザー協会では随時入会を受付てい

ます。入会をご希望の方は、メール

フォームまたは所定の申込用紙にてご連

絡の上、左記口座に会費をお振込みくだ

さい。振込が確認された時点で登録とさ

せていただきます。

　ご不明な点は国内事務局までお問合せ

ください。

<新規入会及び住所変更用フォーム >

h t t p : / / t a s a r j a p a n . o r g / m e m b e r s h i p /

registration.html

　JSAF（日本セーリング連盟）会員登録

のテーザー協会担当者が下記のとおり変

振込先：

　三菱東京 UFJ 銀行

　浦和支店（店番 669）

　普通　1320347

　日本テーザー協会

　　　会計　　本間　威

 　(ニホンテーザーキョウカイ

 　カイケイ　ホンマ　タケシ)

※振込み依頼人名は必ず会員本人の
お名前でお願いいたします

年会費：

　個人会員  5,000 円

  個人 3年会員 14,000 円

　家族会員  3,000 円

　【 TasarNews 】 ではみなさんからの
お便りを募集中です。フリートレース
の結果やローカルイベントのレポート、
セールト リップの
報告、新 しいメン
バーの紹 介 や
ニュース など、皆
さんの身 近なテー
ザーライフをご紹介ください。また、
TasarNewsに関する感想やご意見も合わ
せてお寄せください。
　お楽しいお便りをお待ちしています。

mail: publicity@tasarjapan.org

まで

<会費納入についての問合せ先 >

会計　本間

メール：kaikei@tasarjapan.org

更となりました。　JSAFへの加入は、

協会加入と共に全日本選手権の出場資

格となります。登録ご希望の方は下記

までお申込みください。

入会とＪＳＡＦ登録の問合せ先

国内事務局　亀山

メール：info@tasarjapan.org

◆2007年、プーケットワールド
が開催されます。そして2年後
の日本でのテーザーワールドに
向けても協会は動き始めていま
す。プーケットワール
ドでは日本のセーラー
の活躍が期待したいも
のですね。

◆世界の舞台にチャレ
ンジする日本人セー
ラーとしては、単独世
界一周ヨットレース
「5OCEANS」に参戦して
いる白石康次郎さんを
挙げたいと思います。
　「5OCEANS」は4年に1
度開催される『最も過
酷な』ヨット外洋レー
スであり、今回で７回目を迎え
ました。
　昨年 10月 22日にスペイン・
ビルバオをスタートし、12月7
日にオーストラリア・フリーマ
ントルに2位で到着、1月14日

にはアメリカ・ノーフォークに
向けて南氷洋へ飛び出してい
ます。

◆船のトラブルや悪天候など
問題山積の中でも、船上から前
向きなメッセージをブログな
どで届けてくれています。その
ブログを毎日チェックしなが

ら、荒波と強風が猛威を振るう
こともある激しい外洋に、たっ
た一人で立ち向かう白石さん
の姿に感動しているのです。他
の参戦者ともコンタクトを
とって、ライバルとして、また

同じ海に立ち向かう仲間と
して友情を深めている様子
も伝わってきます。

◆そんな白石さんを少しで
も応援したくて、バーチャル
クルーになりました。セール
オーナーとドッグタグの2つ
のプランがあって、私は名前

入りドッグタグ
が白石さんと一
緒に乗船するプ
ランを選びまし
た。そのタグは
ホーン岬を回ろ
うとしているよ
うです。

　激しさで有名
な南氷洋とはぜ
んぜん違います
が、葉山の海で
バ ー チ ャ ル ク
ルーの証である

オーシャンブルーリングと
ともにセーリングしてみま
した。はるか彼方の白石さん
とつながれたかな?

  (m.oka)

　　

http://tasarjapan.org/membership/



